
「歩育のすすめ」

さわやかな風に、温かい日差し、外遊びやお散歩が楽しい季節になりました。「さんぽ」の歌を口ず

さんで準備をする子どもたちの姿に、早く散歩に行きたい気持ちが伝わってきます。

テレビゲームの遊びが中心になったり、新型コロナ感染症の影響だったり、外で遊んでいる子どもた

ちが少なくなってきている現状です。しかし、子どもは、本来、歩くことが大好きです。

そこで、日本ウォーキング協会は「歩育」を推奨しています。

歩育とは、「歩いて、自然や社会に触れ、五感を開き体で直接体験を通じて、子どもたちの豊かな心、

生きる力を育てる」基礎教育のことです。

《歩くことは》

１ 人間の基本であり、子ども時代にこそしっかりと身につけることが必要である。

２ 体を鍛え、心をつくり、生きる力を育む身体活動である。

３ 五感を開き、呼吸を深め、脳を活性化するものである。

４ 自然を学び、地域（郷土）を学び、感性を豊かにするものである。

５ 友情や思いやりの心を育て、人と人との絆を深めるものである。

子どもたちの身体活動量が不足すると、身体だけではなく、心にも異変が生じ、人格中枢脳の成長を

遅らせ、「キレやすい」子どもたちを増やしてしまう恐れも引き起こしかねません。

当園でも、子どもたちが健やかに成長していくためにも、新型コロナ感染症の予防対策をしっかりし

ながら、「歩育」をすすめていきたいと思います。お家でも、距離を工夫し、三密を防ぎながら、「親

子で歩く」「家族で歩く」の実践をし、子どものいきいきとした笑顔を見つけてみてください。

主任保育士 佐々木理絵



 

毎日のお仕事と子育ての両立。本当にご苦労様です。

先月もお話いたしましたが、一人で悩まず、子育ての応援としてのコーナーです。その場面や、状況、年齢に

よっても対応の仕方は変わってくる為、決して答えではなく、いろいろな意見があっていいと思うのです。

そういう考えもあるんだと参考にしていただければ幸いです。

Q「どんなときに“ダメ”と子どもに言えばいいのでしょう」
・言い方にもよりますが、「ダメ！」という言葉は、強いし、きつい印象があります。しかし、「ダメ！」って思

わず出てしまうものです。意識している暇はない。お母さんの勘みたいなもの。気づいたときには、もう出てし

まっている。仕方ありません。落ち着いてやっていられないというのが本音だと思います。

どういう状況を、「ダメ」と判断するのか、それぞれの基準とやり方でいいと思います。

園では、子どもの命を守ることが第一条件ですので、保育士たちも、怪我や病気に関わる危険がある時は、「ダ

メ」と言わざるを得ない場合もあります。子ども自身にも、自分の身は自分で守らなくてはいけないと教える必要

もあります。やってはいけないことを事前に「おやくそく」として子どもたちと確認しています。

自分に余裕がなかったり、疲れていたりすると、大人の都合で子どもを怒ってしまうこともあると思います。

子どもはよーく見ていますし、わかっています。言い過ぎたなと思った時は、1日の生活の中の、どこかの場面で

ぎゅっとお子さんを抱きしめてあげると、お互いの幸せホルモンが分泌されて親子の絆が強くなると言われていま

す。

参考資料

中川李枝子氏「ママ、もっと自信をもって」

子育て支援通信
～悩みや不安が喜びや安心にかわりますように～

学校連絡網について

学校連絡網を活用して、お知らせ等を送信いたします。

通知の確認を、常時お願いいたします。

なお、平日は、今までと変わらず、保護者の方、あ

るいは、家族の方が、新型コロナ感染症のPCR検査を

受けることになったときは、保育園に電話で報告して

頂き、夜間や休日など、電話が繋がらない場合は、学

校連絡網から報告してください。

また、わからないことがあったり、通知がこなかっ

たりしたときは、遠慮なくお問い合わせください。
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